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数学的帰納法により示す。 

1n のとき 1130 aa ≦≦  02 1 ≦a  01 ≦a  10 a≦ かつ 01 ≦a であるから 01 a  

したがって、 1n のとき成立。 

 

mn≦ である正の整数 nについて、 0na と仮定する。 

1mn のとき 1
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km aaa ≦≦  02 1≦ma  01≦ ma  

10 ma≦ かつ 01 ≦ma であるから 01  ma  

したがって、 1mn のときも成立。 

 

以上により、すべての正の整数 nについて、 0na が示された。(証明終) 
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△ ABCにおいて、 bCAaBCAB  ,,3 とし、外接円の半径が1であるとする。 

 

正弦定理により 
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 A であるから、
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 B であり、 B は鋭角である。 
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(注) 

余弦定理により abbaabbaCCABCCABCAB  2222222
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0322  aabb であるから、b についての 2次方程式として解くことも可能。 

ただし、
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 となり、一方は不適であることと、鋭角三角形であることの

論証がやや面倒である。 


